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作業療法臨床実習の精神科領域における指導方法・内容に関する調査研究  


























沿って作成した．研究対象者は ,①作業療法士の経験が 10 年以上であり、精神領域の臨




【結果】今回,10 年以上の経験作業療法士 5 名と,新人作業療法士 4 名にインタビューを
行った．経験作業療法士は,「知識・技術面よりもコミュニケーション力」 ,「情意面が
最も重要」,「自己の成長や特性に気づく」との意見が多くみられた．新人作業療法士は ,
「コミュニケーション技術」,「自ら学ぶ姿勢」,「報告・連絡・相談」,「客観と主観の
区別」など様々であった．  
【結論】今回の研究で,臨床実習において重要視すべき点がある程度明らかにすることが
できた．特に知識・技術面よりもコミュニケーションや積極性などの情意面が精神科領
域では重要視されていた．今回の研究を基に今後 ,更なる調査を継続して行い ,早期の精
神科作業療法臨床実習の指導マニュアルの完成に繋げたいと考える．  
 
